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2月6日(木) ①第 90 回 道路美化･清掃活動

前半グループ 2 月 18 日(火)10:00 ～

②第 3 回常任幹事会 支部会議室
2 月 25 日(火)12:00 ～ 13:30

③第 4回技術･積算委員会 支部会議室
2月 28日(金)11:00～ 13:00
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株式会社 丸元建設
代表取締役社長 糸数憲一郎

支部会員の皆さま、こんにちは。
今回は新年を迎えるにあたり、弊社で毎年行っ

ている年頭の駅伝大会についてご紹介します！
27回目を数えるこの駅伝大会は社員の親睦、協調、
健康づくりと現場の安全を祈念して始められ、冷
たい海風の吹く早朝未明より、知念村斎場御獄か
ら丸元建設本社ビルまでの約 21 ㎞の道程を社員が
一丸となってタスキで繋いでいくものです。フル
で先導してくれた猛者たちの活躍に支えられて爽
やかな冬晴れの中、今年も無事に走り切る事がで
きました。
また、タスキと共に届けられた南城市内樋川の

若水は社内に祀るお社に供えられ、社員全員で一
年の安全を祈願しました。手から手へ、団結と祈
願をかけて繋がる大切な新年行事です。
今年も皆さまにとって健康で安全な一年となり

ますように。 【総務部 知念 未輪子】

御酒は御神酒（おみき）などの神事にも使用さ
れ、また、友人及び職場仲間のコミュニケーショ
ンの場を活発にし、あるいは気分転換になるなど
の効能もあり、「酒は百薬の長」という言い回しも
あります。
しかしながら、社会生活には一定のルールがあ

り法律（刑法）が定められています。そこには『何
人も酒気を帯びて車両等を運転してはならない』
と道路交通法で定められておりますが、沖縄県の
飲酒がらみの人身事故や死亡事故は全国ワースト
１、飲酒運転の検挙件数も高くひどい状況が続い
ています。そこで当社は、飲酒運転を根絶するた
めに、毎年６月に開催する安全大会において、協
力業者等の参加者を結集して飲酒運転根絶へのご
理解ご協力をお願いしまして、『飲酒運転は絶対し
ません』という宣言書に前年度は１５３名の署名
をもらいました。
また、各現場においても朝礼時にアルコールチ

ェックを行う等の活動を日々継続して行っていま
す。飲酒運転事故は被害者も加害者も不幸になり
ます。
”私達、建設業から飲酒運転を根絶”していきまし

ょう。

株式会社 丸政工務店
代表取締役社長 上原 惠子

右上は当社が石川警察署から頂いた
認定証と協力会社の宣言書 ‼

●須磨久善（心臓外科医、バチスタ手術）

「何のために生まれてきたか。人を喜ばせ、そ
れを見てうれしいと思える人生でありたい。」

「生きる希望が一筋でもある患者を見捨てるこ
とは出来ない。」

走り終えて本社前で恒例の撮影！
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1 月 10 日、新春道路建設講演会・懇談会を那覇
市のザ・ナハテラスで開催しました。
講演会では沖縄総合事務局の尾澤卓思次長が「東

日本大震災からのインフラ復旧・復興の加速化」
と題して前任の復興庁参事官の経験を伝えました。
震災からの復興に向けて指令機能の強化と現場主
義を徹底し、東京などに持ち帰らず、現地で決め
られることは､即断・即決スピード感を持って対応
すること、仕事の成果が誰にでも、一目で分かり
やすくするため｢見える化」を推進することが大事
だと話しました。
講演会終了後には、会員・関係者ら多数が集い、

大濵支部長から「年
が変わり明るい兆
しが見え始めてい
る。支部会員の結
束を図り、国･県等
発注機関と連携し
て期待に添うよう
仕事をしていく」
と挨拶がありました。
沖縄総合事務局

開発建設部小平田
浩司部長、沖縄県
の當銘健一郎土木
建築部長が祝辞を
述べたあと、沖総
局の新 一真企画
調整官の乾杯の音
頭で幕開けしました。
終了間際には、

沖総局尾澤次長が
駆けつけ、道建協沖縄支部の発展を祈ると祝辞を
述べました。

尾澤次長の挨拶

挨拶する大濵支部長

東日本大震災について講演する尾澤次長

第 89 回道路美化清掃活動を、1 月 21 日（火）
に 14社 18名の参加で実施しました。昨日か
ら、寒気が厳しく北風が吹き付けるあいにく
の天気となりました。しかし、この悪天候を
ものとせず、清掃作業は順調に進み、みんな
の力で無事終了しましました。

祝辞を述べる小平田開建部長

会場は多くの関係者で賑わった

當銘土建部長の代理で

祝辞を述べる東参事

乾杯の前の挨拶、

新企画調整官

先月休んだのでゴミが多かった！

挨拶する金城南部国道

事務所長


